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問

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
や

使
用
済
み
の
再
処
理
施
設
を
見

て
、
何
を
原
子
力
行
政
に
反
映

さ
せ
る
の
か
、
通
訳
の
経
費
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、そ

の
点
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
　
視
察
目
的
は
、
浜
岡
原
発

か
ら
搬
出
さ
れ
た
使
用
済
み
燃

料
の
再
処
理
施
設
や
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
の
製
造
工
場
を
見
学
、
各

工
場
で
の
安
全
性
、
管
理
体
制

や
中
部
電
力
の
品
質
保
証
活

動
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

を
推
進
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の

清
水
澄
夫

問

男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
今
後
御
前
崎
市
で
は
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

答
　
男
女
共
同
参
画
の
共
通
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

啓
発
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
積
極
的
に
実
施
し
、
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
先
進
地
の

事
例
を
学
び
、
御
前
崎
市
に
合

っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

市
は
女
性
管
理
職
を
育
成

す
る
考
え
は
あ
る
の
か

答
　
御
前
崎
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
能
力
あ

る
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
に

つ
い
て
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問

ゴ
ミ
の
分
別
が
複
雑
に
な

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

岩 瀬 初 代

◇
議
案
審
議

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
の

補
正
に
つ
い
て

問

医
療
支
給
費
の
補
正
額
が

多
い
が
、
ま
だ
増
え
る
可

能
性
は

答

推
計
は
難
し
い
が
、
昨
年

の
よ
う
な
増
加
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

問

医
療
給
付
費
が
こ
の
ペ
ー

ス
で
増
え
て
い
く
の
か

答

対
象
者
が
増
え
て
い
く
点

か
ら
単
純
に
考
え
れ
ば
増

え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

問

後
期
高
齢
者
に
移
行
す
る

人
数
は
、
ま
た
老
人
保
健

の
方
は
全
員
に
な
る
の
か

答

７５
歳
以
上
の
方
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
老
人
保
健
制
度
の

方
も
７５
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
に
お
け
る
老
人
保

健
加
入
者
３
、２
０
０
人
強
、

社
会
保
険
被
保
険
者
に
お

け
る
老
人
保
健
加
入
者
約

１
、０
０
０
人
で
約
４
、２

０
０
人
で
す
。

◇
委
員
会
活
動

市
内
小
中
学
校
等
視
察

御
前
崎
市
内
の
小
中
学
校

等
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
内
容
・
学
校
の
経
営
構

想
と
授
業
参
観
等

６
月
２７
日（
金
）

御
前
崎
中
・
浜
岡
中

浜
岡
北
小

◇
議
案
審
議

御
前
崎
市
原
子
力
発
電
所
対

策
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

問

原
子
力
対
策
協
議
会
は
ど

の
よ
う
な
時
に
開
催
さ
れ

る
の
か

答
増
設
が
対
象
と
な
る
の
で
、

御
前
崎
市
原
子
力
対
策
協

議
会
と
し
て
単
独
で
は
ま

だ
開
催
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
議
案
審
議

御
前
崎
市
望
月
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問
「
国
際
交
流
を
促
進
す
る
」

か
ら
「
国
際
交
流
及
び
国

際
化
の
促
進
」
に
改
め
る

は
、
今
ま
で
と
異
な
る
政

策
か

答
資
金
の
有
効
活
用
を
考
え
、

国
内
に
於
い
て
も
国
際
交

流
的
な
も
の
に
資
す
る
事

業
は
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
額
と
、

広
く
一
般
か
ら
の
寄
付
を

求
め
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
は

答

望
月
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

累
計
額
は
１
億
４
、６
０
０

万
円
で
す
。
広
く
一
般
と

い
う
の
は
、
望
月
基
金
と

い
う
固
有
名
詞
で
す
と
、

趣
旨
に
賛
同
し
た
方
か
ら

の
寄
付
も
し
に
く
い
と
思

い
ま
す
の
で
、「
国
際
交
流

基
金
」
と
し
て
企
業
、
個

人
か
ら
の
寄
付
も
基
金
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

趣
旨
に
賛
同
す
る
方
の
寄

付
に
つ
い
て
の
広
報
は

答

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が

で
き
、
寄
付
金
に
対
す
る

優
遇
制
度
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
こ
の
広
報
に
合
わ

せ
て
出
来
れ
ば
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

◇
委
員
会
活
動

御
前
崎
市
行
政
改
革
の
進

捗
と
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
を
求
め
た
。

ま
た
、
今
後
の
委
員
会
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
協
議
を
し
た
。

で
現
在
週
２
回
実
施
し
て
お

り
、
長
期
間
利
用
で
き
る
施
設

確
保
と
実
施
回
数
を
検
討
中
で

す
。

問

今
後
民
間
委
託
す
る
考
え

は答
　
委
託
先
が
な
い
か
探
し
て

い
ま
す
。
こ
の
先
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

問

利
用
料
が
現
在
日
額
だ

が
、
月
額
設
定
に
す
る
予
定
は

答
　
今
年
度
中
に
考
え
て
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

東
小
の
利
用
者
が
急
増
し

て
い
る
が
、
現
在
の
場
所
で
は

狭
い
の
で
は
な
い
か

答
　
早
い
う
ち
に
各
ク
ラ
ブ
を

見
て
廻
り
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現

状
と
課
題
は
。
ま
た
、
心
身
障

害
児
学
童
保
育
な
み
っ
こ
の
支

援
策
と
現
状
は

答
　
本
年
度
登
録
者
数
は
５
小

学
校
で
１
４
０
名
で
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
指
導
員
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
み
っ
こ
の
利
用
者
は
１０
名

地
域
と
の
対
応
状
況
等
を
確
認

し
、
原
子
力
行
政
に
生
か
す
た

め
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
訳

に
つ
い
て
は
、
中
部
電
力
の
在

住
職
員
に
通
訳
に
お
願
い
し
て

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

街
路
灯
の
増
設
に
つ
い
て

耐
震
指
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

清 水 澄 夫

し
い
。
市
で
も
暗
い
箇
所
を
見

て
歩
き
増
設
す
べ
き
で
は

答
　
暗
い
所
の
増
設
に
努
力
は

し
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
会
で

も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

問

柏
崎
刈
羽
原
発
は
耐
震
基

準
を
５
倍
に
引
き
上
げ
た
。
今

ま
で
安
全
で
な
か
っ
た
証
拠

だ
。
浜
岡
原
発
で
も
再
度
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
浜
岡

の
地
盤
は
Ｈ
断
層
だ
が
、
中
電

は
断
層
の
活
動
を
認
め
て
い
な

い
。
そ
う
い
う
根
拠
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
書
面
で
の
回
答
を

答
　
浜
岡
原
発
は
地
盤
を
綿
密

に
調
査
し
て
、
設
計
、
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。Ｈ
断
層
の
件
は
、

中
電
か
ら
説
明
を
受
け
回
答
し

ま
す
。
書
面
も
中
電
に
提
出
す

る
よ
う
に
要
請
し
ま
す
。

問

日
本
は
３
度
核
兵
器
の
犠

牲
に
な
っ
た
。
御
前
崎
市
で
も

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
す

る
べ
き
で
は

答
　
平
和
を
愛
す
る
心
と
核
兵

器
廃
絶
を
願
う
心
が
あ
れ
ば
宣

言
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
し

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
強

い
。
署
名
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
の
で
実
施
す
べ
き
で
は

答
　
現
在
は
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
助
成
だ
が
、
対
象
年
令
の

引
き
上
げ
は
考
え
て
い
き
ま

す
。

問

防
犯
灯
が
な
く
て
暗
い
の

で
子
ど
も
が
怖
が
っ
て
い
る
。

安
心
し
て
通
れ
る
道
に
し
て
欲

っ
て
き
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
に
よ
り
ゴ
ミ
の
削
減
に

つ
な
が
る
。
で
き
る
だ
け
分
別

を
簡
単
に
し
、
市
民
の
理
解
と

協
力
を
得
や
す
く
す
る
こ
と
が

ゴ
ミ
処
理
問
題
の
解
決
方
法
の

一
つ
で
は
な
い
か

答
　
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
２
種
類
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、市
民
へ
の
周
知
は
チ
ラ
シ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
各
地
区
で

説
明
会
を
行
っ
た
。
今
後
も
説

明
会
を
開
催
し
周
知
徹
底
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

答
　
担
当
課
と
話
し
合
い
、
上

手
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う

拠
点
回
収
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

女
性
管
理
職
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

望月ゆう子

砂
地
分
場
の
利
用
に
つ
い
て

若 杉 泰 彦

問

県
か
ら
示
さ
れ
た
利
用
条

件
は

答
　
地
方
公
共
団
体
が
行
う
公

共
性
の
高
い
事
業
や
農
業
用
施

設
な
ら
ば
農
地
転
用
の
例
外
規

定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問

保
安
林
の
解
除
は

答
　
公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ

れ
ば
解
除
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

問

御
前
崎
市
が
考
え
て
い
る

利
用
方
法
は

答
　
観
光
農
園
や
体
験
農
場
、

農
産
物
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
、

物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
考
え
て
お

り
ま
す
。

浜
岡
給
食
セ
ン
タ
ー

７
月
３
日（
木
）

御
前
崎
小
・
白
羽
小

浜
岡
東
小
・
第
一
小


